青明舎　　フェイスシート

平成19年10月8日　担当：山口　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　伊藤　雄一　様　　　　　男・女　　　　昭和21年7月18日生（61歳）

	
	〒039-1104　　住　所　　八戸市田面木字赤坂35-35　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　S56年7月頃（35歳時）
	罹 患 期 間
	約25年

	
	入院回数
	　　　　　4回　　
	延べ入院年数
	　　　　約21年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　猪股Dr　）
	外来受診日
	金曜日（　週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別　

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	　精神（　2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級　（月額約9万円）　　　　　　　　　　　　

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイケア

	住まいの場
	　青山荘　　　

	入所年月日
	H18年11月11日
	身長
	178cm
	体重
	73.6kg

	最終学歴
	横浜市立大学　卒業
	免許・資格
	日商簿記検定1級

	職　歴
	昭和54年～昭和55年　　　トラック運転手（仙台）

平成元年4月～6月頃　　　 パチンコ店

平成元年8月～11月頃　　　ヤマヨ水産

平成2年1月～2月頃　　 　警備会社(横浜)
	

	保　護　者
	氏　　名　　　佐々木　彰子　様　　　　　　　続柄　妹　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

地域の社会資源を利活用しながら、自分らしい生活を送ることが出来る。

	入院・治療歴　初診日

①昭和56年7月　　～　昭和57年1月　　　　　入院　　釜石精神病院

②昭和57年1月 　 ～　昭和59年10月　　　 　入院　　青南病院

③昭和61年3月　　～　平成1年10月 　　　　 入院　　青南病院

④平成2年2月   　　～　平成18年11月11日　　　入院　　 青南病院


	生活歴　

岩手県にて同胞3名の第2子として出生。盛岡第一高校卒業後、二浪し昭和41年横浜市立大学へ入学するが、1年時父が交通事故で亡くなり休学。1年後復学するも家業を継ぐことが重荷となり、不眠･自閉･拒否・不潔好褥・無為が出現する。昭和50年大学卒業後は3年ほどアルバイトや日雇い仕事をしながら実家でぶらぶらしていた。その後、仙台で1年程トラック運転手の仕事をするが、上記症状を呈し実家に連れ戻され単身で生活するも、粗暴行為（襖を壊す、窓を叩き割る）出現し、妹に連れられ釜石精神病院入院となる。その後、親戚の勧めで当院へ転院。

昭和59年10月退院後、実家に戻り、通院・服薬継続しながら家業を手伝っていたが、「薬が合わない」との理由から3ヶ月で通院・服薬を中断したこと機に上記症状再燃し、昭和61年3月当院2回目の入院となる。入院中に、他交性・社会性の回復を目的に共同作業所を利用しながら、パチンコ店へ就職するがタバコの火の不始末で小火を起こし解雇。その後は、水産加工場へ長期アルバイト員として就職し、平成元年10月退院後はアパートにて単身生活となる。退院直後より、通院・服薬が不規則で、約1ヶ月で通院中断し、薬は1度も服用していない状態であり、薬に対して拒否的発言（薬によって体がボロボロになり、薬に頼らず自分で治したい）が聞かれていた。また、無断欠勤が続き職場から当院への問い合わせがあり、退院後1ヶ月で退職。その後、突然上京し横浜市の警備会社に就職したが、職場・寮内で身勝手な振る舞い等が目立ち解雇。姉が本人と病院との間を取り持って、電話等で当院へ連絡し本人へ受診をアドバイスし、平成2年2月6日当院医療保護入院となる。

	家族構成

[image: image1.bmp]


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

妹夫婦には子供がおらず、妹夫婦以外に頼れる人はいない状態。入院時には、面会の頻度は年１～２回であったとのこと。入所してからは、５月に１度外泊のため、面会に訪れている。

経済面について、夫は地元役場の助役として勤務し、またアパート経営による収入もあり、経済面でにおける問題はない。本人の障害年金は妹が管理しており、入所料を含め、毎月9万円を本人の銀行口座に振り込んでいる。


平成　19年　 10月　8日　（月）

	氏　名
	　　伊藤　雄一　様
	男・女
	生年月日
	　　昭和21年7月18日　（61歳）


	長期目標（中期・短期）

	短期目標：病棟では得られなかった幅広い知識を身につける。

長期目標：妄想に左右されることなく安定した生活を送る事が出来る。　


	これまでの経過

	青山荘での様子

　住所を八戸市に変更したため、自立支援医療限度額が２万円→５千円に減額となる。それに伴い、浮いた１万５千円のうち、退所後の生活の為に１万円を定期積立に回し、「いつまでも妹に頼ってばかりではいられない」とのことで、今まで妹に頼んでいた衣類購入を、残り５千円を使い自分で行っている。また、病気でケガをした時のために備えておきたいとのことで、傷害保険（全労済）にも加入している。

　余暇時はデイケアメンバー（川口八寿子様）に誘われてカラオケに出かけたり、清川様をカラオケに誘ったりと、対人交流が以前より多い。グループワークでは、リーダー的役割を担うことは無いが、周りに気を配りながら、話し合いが円滑に進むよう努めている姿が見受けられる。

　あすなろ交流会では、実行委員として準備に参加していたが、徐々に睡眠が乱れるようになり「自分には企画・立案能力がないから委員の仕事は重荷だし、今は自分のことで精一杯で、今の生活をしながら別のことをする能力は自分にはないから、委員は降ります。それが睡眠リズムの乱れにつながっていると思う。」と自分から希望し、委員を降りている。

　青山荘入所から１年が経ち、これまでを振り返ってもらうと、「今まで、自分は知識だけの人間で、周りに合わせて演技していただけだった。でも、繁名さんのおかげで、人には感情・心があるんだなと思ったし、相手のことを考えられるようになり、普通の人間になったと思う。青山荘に入所して良かったと思う。」と話している。

デイケアの様子

　デイケアプログラムについて、「社会資源」と「就労支援」のプログラムには参加したくないと話す。理由を尋ねると、上記プログラム担当のデイケアスタッフを批判し、「知識を活かして役立てることが大切なのだから、知識はいらないので社会常識を知りたい。実際の生活に即して使えるような説明ならいいが、プログラムの内容は知識を押し付けられているだけであって、イメージもわかないし、まるで催眠商法みたいだ。あのスタッフは知識はあるのかもしれないけど、自分で理解していない。」と時折興奮気味に答えている。

　現在、本人はうみねこ幸房とデイケアの併用利用を希望。幸房を利用したいという考えは入所時から持っていたとのことで、入所から１年が経ち、デイケアでプログラムをこなすことにはもう慣れたため「何か目的を持って取り組みたい」と思うようになったことを希望理由として述べている。本人はうみねこ幸房を「目的を持って取り組む場」、デイケアを「息抜きをする場」と区別して捉えており、デイケアはエアロビをするために週３回行き、幸房には週２回行くのがいいのではないかと話している。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	・うみねこ幸房への利用希望

・デイケアプログラム内容と本人の希望がそぐわず、通所目的を見出せない。
	· うみねこ幸房を見学し、幸房利用希望理由・目的を明確にするとともに、短期目標を再設定する。

· うみねこ幸房利用について、本人の能力とも照らし合わせながら、デイケア、外来、主治医と検討する。

· デイケアへ「目的・実行・結果」が見えるようなプログラムの検討をお願いするとともに個別支援として青山荘でも日中活動のプログラムを用意する。
	2ヶ月


本人（61）





姉





   父（昭和41年死去）





妹（55）岩手県 在住


〔保護者〕








